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私
は
ヤ
ジ
肯
定
派
で
あ
り
、
ヤ

ジ
禁
止
な
ど
議
会
と
し
て
あ
り
得

な
い
と
考
え
て
い
る
。
と
書
く
と

眉
を
ひ
そ
め
る
方
も
い
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
議
場
は
議
論
の
場
で
あ

り
、
様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
持
つ
議
員
の
集
ま
り
に
お
い
て
、

発
言
を
巡
っ
て
賛
同
意
見
や
異

論
・
反
論
が
不
規
則
発
言
（
ヤ
ジ
）

と
し
て
発
出
さ
れ
る
の
は
当
然
の

こ
と
と
感
じ
る
。
そ
し
て
議
場
に

お
け
る
整
理
権
は
議
長
に
あ
る
。

審
判
役
の
議
長
が
問
題
の
あ
る
ヤ

ジ
と
思
え
ば
制
止
す
る
し
、
発
言

者
や
他
の
議
員
が
議
長
に
ヤ
ジ
の

制
止
を
求
め
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
そ
れ
で
も
納
得
し
な
い
人
が
い

る
だ
ろ
う
か
ら
プ
ロ
野
球
に
例
え

て
み
る
。
審
判
の
判
定
に
文
句
が

言
え
る
の
は
選
手
・
監
督
の
み
だ
。

観
客
が
い
か
に
騒
い
で
も
、
ま
さ

に
「
外
野
は
黙
っ
て
い
ろ
！
」
の

世
界
で
あ
る
。
議
員
も
一
緒
で
自

説
を
通
す
た
め
に
は
少
々
の
ヤ
ジ

に
負
け
て
い
て
は
い
け
な
い
。
議

場
と
球
場
は
同
じ
く
真
剣
勝
負
の

場
で
あ
る
と
私
は
感
じ
て
い
る
。

　
じ
つ
は
私
は
現
職
市

議
の
中
で
最
も
ヤ
ジ
ら

れ
た
経
験
の
あ
る
議
員

だ
と
思
う
。
初
当
選
後
に

急
遽
市
長
選
と
な
り
、
私

の
父
が
立
候
補
し
た
。
現

状
維
持
派
と
改
革
派
の

一
騎
打
ち
、
激
し
い
選
挙

戦
だ
っ
た
。
結
果
は
私
の

父
の
負
け
で
あ
っ
た
が
、
選
挙
は

終
わ
っ
て
も
「
ノ
ー
サ
イ
ド
」
に

は
な
ら
な
い
。
議
会
に
行
く
と
市

長
派
の
議
員
が
私
を
目
の
敵
に
し
、

市
長
も
対
立
候
補
の
息
子
で
あ
る

か
ら
仇
敵
と
し
て
私
の
質
問
に
過

剰
に
反
応
す
る
。
つ
ま
り
私
が
質

問
に
立
て
ば
、
前
か
ら
は
市
長
と

両
副
市
長
、
後
ろ
か
ら
は
市
長
派

議
員
か
ら
ヤ
ジ
の
集
中
砲
火
で
あ

っ
た
。
な
に
く
そ
と
勉
強
し
て
理

論
武
装
し
て
質
問
を
繰
り
返
し
、

２
期
目
に
な
る
と
市
職
員
と
対
等

に
議
論
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

た
。も
う
20
年
前
の
話
で
あ
り
、私

を
ヤ
ジ
っ
た
人
達
は
す
べ
て
過
去

の
人
と
な
っ
た
が
、
今
更
な
が
ら

感
謝
し
て
い
る
。
あ
の
状
況
を
克

服
で
き
た
か
ら
今
の
自
分
が
あ
る
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
国
会
の
ヤ
ジ
も
激
し
い
が
、
賛

否
が
分
か
れ
議
論
が
白
熱
し
て
い

る
証
拠
と
感
じ
る
。
市
民
は
議
事

録
に
残
ら
な
い
ヤ
ジ
よ
り
市
議
会

で
何
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
、

そ
の
本
質
に
関
心
を
持
っ
て
欲
し

い
。
た
だ
し
議
会
の
品
位
を
損
な

う
よ
う
な
ヤ
ジ
や
、
人
格
を
否
定

す
る
よ
う
な
ヤ
ジ
は
慎
む
べ
き
だ
。

　
岡
山
商
工
会
議
所
（
岡
山
市

北
区
厚
生
町
）
の
専
門
指
導
グ

ル
ー
プ
（
電
０
８
６
・
２
３
２
・

２
２
６
６
）
は
、
11
月
か
ら
12

月
に
か
け
て
岡
山
県
立
図
書
館

（
同
市
北
区
丸
の
内
）サ
ー
ク
ル

活
動
室
で
小
規
模
事
業
者
を
対

象
に
し
た
「
経
営
力
強
化
集
中

講
座　
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
一
人

親
方
編
」
＝
写
真
＝
を
開
く
。

　

経
営
戦
略
・
財
務
・
Ｄ
Ｘ
・

労
務
・
価
格
転
嫁
の
６
つ
を

テ
ー
マ
に
第
一
線
で
活
躍
す
る

専
門
家
が
実
践
的
に
解
説
。
セ

ミ
ナ
ー
は
６
回
で
各
日
木
曜
日

の
午
後
２
時
―
４
時
に
行
わ
れ

る
。受
講
無
料
。定
員
40
人
。締

め
切
り
は
11
月
５
日〔
水
〕。
講

義
内
容
と
講
師
（
敬
称
略
）
は

次
の
通
り
。

【Day1&6

（
11
月
６
日・12
月

18
日
）】
経
営
戦
略
Ⅰ
、
Ⅱ
、
中

小
企
業
診
断
士
・
栗
原
茂
（
㈱

エ
ン
ウ
ィ
ブ
社
長
）。

【Day2

（
11
月
13
日
】
財
務
・

資
金
繰
り
、
税
理
士
・
馬
場
輝

（
税
理
士
法
人
リ
ア
ラ
イ
ズ
代

表
社
員
）。

【Day3

（
11
月
20
日
】労
務
、中

小
企
業
診
断
士 

社
会
保
険
労

務
士
・
山
元
正
輝
（
山
元
経
営

労
務
事
務
所
）。

【Day4

（
11
月
27
日
）】
Ｄ
Ｘ
、

中
小
企
業
診
断
士
・
水
子
伸
城

（
㈱
シ
ス
テ
ム
ラ
ボ
社
長
）。

【Day5

（
12
月
４
日
）】価
格
転

嫁
対
策
、
中
小
企
業
診
断
士
・

藤
井
正
徳
（
至
誠
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
㈱
社
長
）。

　
同
会
議
所
は
、
伴
走
型
小
規

模
事
業
者
支
援
事
業
と
し
て
小

大田祐介（福山市議会議員）

コラム　毎月 1日号に掲載

議
場
の
ヤ
ジ

№168

規
模
事
業
者
向
け
に
「
観
光
客

を
〝
一
度
き
り
〞
で
終
わ
ら
せ

な
い
！
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
か
ら
始

ま
る
越
境
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
」
＝

写
真
＝
を
、
11
月
20
日
〔
木
〕

午
後
１
時
30
分
―
３
時
30
分
に

岡
山
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
厚
生
町
」

（
岡
山
市
北
区
厚
生
町
）で
開
く
。

　
講
師
は
木
下
寛
子
氏
（
㈱
Ｅ

Ｌ
Ｎ
社
長
）。
受
講
無
料
。
定
員

50
人
。
締
め
切
り
は
20
日
。
問

い
合
わ
せ
は
専
門
指
導
グ
ル
ー

プ
（
電
０
８
６
・
２
３
２
・
２

２
６
６
へ
。

▽
「『
攻
め
』
と
『
守
り
』
の
経

安
セ
ミ
ナ
ー
」
第
２
弾　
同
会

議
所
が
11
月
14
日
〔
金
〕
午
後

２
時
―
４
時
に
岡
山
シ
テ
ィ
ホ

テ
ル
厚
生
町
２
階
会
議
室
で
開

催
。
テ
ー
マ
は
「『
稼
ぐ
力
』
を

最
大
化
！
未
来
を
創
る
本
気
の

経
営
計
画
実
践
講
座
」
で
、
講

師
は
至
誠
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

㈱
社
長
・
藤
井
正
徳
氏
。
受
講

無
料
。
定
員
10
人
。
問
い
合
わ

せ
は
金
融
支
援
グ
ル
ー
プ
（
電

同
）。

「経営力強化集中講座」
11 月から 12月かけて６回開催
小規模事業者が対象

岡山商工会議所

11
／
20
「
越
境
Ｅ
Ｃ
セ
ミ
ナ
ー
」

シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
厚
生
町
で
開
催


